
自治労東京都本部
総　　  務  　　局発行

責任者　松村　誠治
編集者　西岡　芳宏
１部10円（但し組合員は組合費に含む）

千代田区飯田橋3丁目9番3号

SKプラザ4階

電話　03-3556-3755

���������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

主な記事

2・3面 都本部 政治セミナー＆ユースセミナー

私のおすすめ（東京清掃労働組合 中央執行委員長 多田 修一郎）

コラム 労働組合と政治活動の関係性って？

4面 自治労東京都本部2025―2026年度役員体制

連載 私たちが働きやすい職場づくりを「岸まきこ」とともに⑨ 現業評議会

企 画 総 務 局

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
未
来
は「
人
」に
あ
り

「
人
員
確
保
闘
争
」「
現
業
統
一
闘
争
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
闘
争
」へ
む
け
て
展
開

▲2024都本部現業統一闘争（第2次闘争）総決起集会の様子
（2024年10月8日・中野セントラルパークカンファレンス）

▲各単組の組合員や都本部推薦議員の全面協力のもと、キャンペーンは実施された

都内4か所
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を
！
街
頭
宣
伝
行
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施

安
心
・
安
全
を
支
え
る
人
員
確
保
と
労
働
環
境
改
善
を
訴
え
る

都
本
部
は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
と
し
て
広
く
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
公
共
サ

ー
ビ
ス
」
と
「
公
共
サ
ー
ビ
ス

労
働
者
」
の
重
要
性
を
さ
ら
に

社
会
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
今

春
闘
期
も
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

も
っ
と
投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
、
街
頭
演
説
を
都
内
4

か
所
（
高
田
馬
場
・
飯
田
橋
・

新
小
岩
・
八
王
子
）
で
実
施

し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で

働
く
労
働
者
の
映
像
を
ス
ク
リ

ー
ン
に
流
し
、
行
き
交
う
人
た

ち
に
都
本
部
の
活
動
を
幅
広
く

周
知
す
る
た
め
、
都
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き

除
菌
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の

配
布
を
配
布
し
な
が
ら
の
訴
え

を
実
施
し
た
。

人
口
減
少
や
少
子
・
超
高
齢

化
が
加
速
し
、
医
療
や
介
護
、

子
育
て
、
教
育
、
環
境
対
策
な

ど
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
加
え
て
、
近
年
頻
発
す
る

自
然
災
害
や
感
染
症
へ
の
対
応

な
ど
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活

を
支
え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
果

た
す
役
割
は
益
々
大
き
く
な
っ

て
お
り
、
業
務
量
は
増
大
し
て

い
る
。
一
方
で
、
人
員
不
足
は

顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

現
場
で
は
、「
減
ら
し
す
ぎ

行
政
」
の
弊
害
に
よ
り
、
職
場

内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希

薄
化
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
増
加

に
よ
る
職
場
環
境
の
悪
化
、
長

期
病
休
者
・
早
期
退
職
者
の
増

加
等
の
問
題
が
更
な
る
人
員
不

足
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
員
不
足
に
よ
る
長

時
間
労
働
が
続
き
、
多
く
の
職

員
が
疲
弊
し
、
退
職
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
状
況

か
ら
入
庁
し
て
間
も
な
い
若
年

層
の
退
職
や
採
用
予
定
者
の
辞

退
も
増
加
傾
向
で
あ
り
、
年
度

当
初
か
ら
欠
員
が
発
生
す
る
自

治
体
も
散
見
さ
れ
る
。

現
在
、
自
治
体
職
場
は
負
の

連
鎖
を
抱
え
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
し
て
継
続
で
き
る
か
ど

う
か
の
岐
路
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
改
善
し
、
安
心
・

安
全
で
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
に
提
供
し
続
け
る

た
め
に
は
、
業
務
量
に
見
合
っ

た
人
員
の
確
保
と
労
働
条
件
の

改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
こ
そ
、
住
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
一
層
の
投
資
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

人
員
確
保
は
、
い
ま
や
最
大

の
課
題
で
あ
る
。
権
限
委
譲
や

法
改
正
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
、

自
治
体
職
員
の
業
務
量
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
見
合
う

人
員
配
置
は
な
さ
れ
ず
、
長
時

間
労
働
の
常
態
化
に
よ
っ
て
現

場
は
疲
弊
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
都

本
部
は
業
務
量
に
見
合
っ
た
人

員
確
保
を
柱
と
す
る
「
人
員
確

保
闘
争
」
に
取
り
組
む
。
第
1

次
闘
争
は
6
月
に
実
施
予
定
で

あ
り
、
秋
に
は
第
2
次
闘
争
を

展
開
す
る
予
定
だ
。
各
自
治
体

も
人
員
確
保
に
む
け
た
努
力
を

重
ね
て
い
る
が
、
採
用
内
定
者

の
辞
退
や
普
通
退
職
者
の
増
加

に
よ
り
、
年
度
当
初
か
ら
欠
員

状
態
で
ス
タ
ー
ト
す
る
自
治
体

も
少
な
く
な
い
。
第
1
次
闘
争

で
は
、
本
来
配
置
す
べ
き
常
勤

職
員
の
早
期
補
充
と
、
欠
員
職

場
に
お
け
る
過
重
な
業
務
負
担

の
是
正
を
求
め
て
い
く
。

あ
わ
せ
て
、
現
業
職
員
の
人

員
確
保
を
核
と
す
る
「
現
業
統

一
闘
争
」
も
展
開
す
る
。
多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
日
常
的

に
住
民
と
接
す
る
現
業
職
場
の

職
員
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
が

欠
か
せ
な
い
。
加
え
て
、
業
務

知
識
や
経
験
の
蓄
積
に
よ
っ
て

培
わ
れ
る
専
門
性
も
重
要
で
あ

る
。ま

た
、
近
年
頻
発
す
る
大
規

模
自
然
災
害
へ
の
対
応
や
復
旧

・
復
興
の
場
面
で
は
、
地
域
事

情
に
精
通
し
た
直
営
職
員
の
存

在
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

平
時
・
緊
急
時
を
問
わ
ず
、
行

政
運
営
に
お
け
る
現
業
職
員
の

役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
し
か

し
、
民
間
委
託
の
進
行
に
よ
っ

て
自
治
体
の
関
与
が
薄
れ
、
業

務
の
質
の
低
下
や
委
託
労
働
者

の
処
遇
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
表
面
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
常

勤
の
現
業
職
員
採
用
に
加
え
、

す
で
に
委
託
化
さ
れ
た
業
務
の

「
再
公
営
化
」
も
視
野
に
入
れ

た
「
質
」
の
観
点
か
ら
の
見
直

し
を
求
め
て
い
く
。
5
月
27
日

に
は
「
2
0
2
5
都
本
部
現
業

統
一
闘
争
勝
利
！
総
決
起
集

会
」
を
開
催
し
、
方
針
確
立
と

と
も
に
意
思
統
一
を
図
る
。

他
方
、
労
働
力
人
口
の
減
少

が
進
む
中
、
公
・
民
を
問
わ
ず

人
材
獲
得
競
争
は
今
後
さ
ら
に

激
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
。そ
の
中
で
、選
ば
れ
る
職
場

づ
く
り
や
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
維
持
し
な
が
ら
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
整
備
は
不
可
欠
だ
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
闘

争
」
で
は
、
育
児
・
介
護
と
の

両
立
支
援
や
多
様
な
働
き
方
の

保
障
、
そ
し
て
制
度
の
活
用
が

当
た
り
前
に
で
き
る
職
場
体
制

の
構
築
を
求
め
て
い
く
。
制
度

の
枠
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
実

際
の
職
場
や
自
治
体
ご
と
の
体

制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
組

合
員
の
声
を
も
と
に
労
使
が
協

議
を
重
ね
、
着
実
に
改
善
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み
の

積
み
重
ね
に
よ
り
、
誰
も
が
働

き
や
す
く
、
持
続
可
能
な
職
場

環
境
の
実
現
を
都
本
部
は
め
ざ

し
て
い
く
。

都
本
部
は
4
月
22
日
の
第
2
回
単
組
代
表
委
員
会
で
第
1

次
人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争
方
針
お
よ
び
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
推
進
闘
争
方
針
の
討
議
案
を
示
し
た
。
今
後
は
5
月

20
日
の
第
3
回
単
組
代
表
委
員
会
で
方
針
を
確
立
し
、
都
本

部
構
成
組
織
全
体
で
6
月
19
日
を
交
渉
の
ヤ
マ
場
と
し
て
統

一
闘
争
を
展
開
す
る
。
次
年
度
予
算
要
求
に
む
け
た
動
き
と

と
も
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
取
り
組
み
が
社
会
全
体
で

強
化
さ
れ
る
6
月
に
む
け
て
動
き
出
す
。

★「岸まきこ参議院議員」と語ろう★
組合員参加者急募！

6月はジェンダー平等推進取り組み強化月間で
す。都本部は自治体等で働きながら出産・子育て
真っ最中の組合員が抱える不安や困りごと、将来
の展望など、自治労組織内「岸まきこ参議院議員」
と語り合い、国政の場でどのような取り組みがで
きるのか、都本部松村委員長のコーディネートの
もと、一緒に考える特別座談会への組合員の参加
者を募集します。
【募集】2～3人
【日時】5月18日（日）13：45～14：45
【場所】自治労会館
【締切】5月12日（月）
※応募多数の場合は、内容やバランス等を考慮の
うえ、参加をお願いする方にのみご連絡させて
いただきます。
※国会会期中のため、急遽日程が変更となる場合
があります。

自治労東京
ホームページのご案内

組合員のための
情報盛りだくさん

・機関紙デジタル版
・家電の限定優待販売も
3月3日から開始！

小
学
生
の
頃
は

人
見
知
り
の
あ
が

り
症
。
3
人
兄
弟

の
長
男
だ
っ
た
せ

い
か
、
異
性
と
接

す
る
こ
と
が
特
に

苦
手
で
あ
っ
た
。
見
か
ね
た

母
に
無
理
や
り
子
供
会
活
動

等
に
参
加
さ
せ
ら
れ
、
キ
ャ

ン
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
が
湧
い
た
が
、
性
格
的
に

は
あ
ま
り
変
化
は
な
か
っ
た

▼
転
機
と
な
っ
た
の
は
高
校

1
年
の
時
。
い
わ
ゆ
る
高
校

デ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。
夏
休
み

に
東
京
都
青
少
年
洋
上
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
。
都
内
の

高
校
生
4
0
0
名
が
、
日
本

か
ら
中
国
（
北
京
・
上
海
・

天
津
）
を
2
週
間
か
け
船
で

め
ぐ
り
中
国
の
方
々
と
交
流

し
た
。
男
女
20
名
ず
つ
、
40

名
一
組
の
班
で
2
週
間
を
共

に
し
た
こ
と
で
、
少
し
ず
つ

人
見
知
り
等
は
改
善
さ
れ

た
。
帰
国
後
、
洋
上
セ
ミ
ナ

ー
の
仲
間
に
誘
わ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ド
ハ
マ

リ
。
様
々
な
活
動
に
参
加
し

た
▼
20
歳
で
入
区
。
こ
の
頃

に
は
人
見
知
り
等
は
ほ
ぼ
解

消
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら

約
20
年
が
た
ち
係
長
級
と
な

り
、
誘
わ
れ
て
執
行
委
員

に
。
2
期
目
か
ら
執
行
委
員

長
と
な
り
、
組
合
活
動
開
始

か
ら
8
年
が
経
過
し
た
。

「
月
日
が
流
れ
る
の
は
早
い

も
の
だ
な
ぁ
」
と
し
み
じ
み

と
思
う
。

（
双
川
）

東奔西走

https://jichirotokyo.jp/

組合員専用ページ
パスワード「tohonbu」

詳しくはコチラ

▲

特別
企画

人事院

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1371号（１）2025年5月1日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）



��������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

コラム

労
働
組
合
と
政
治
活
動

の
関
係
性
っ
て
？

ⒸHot Property ITAOT Limited2023

都
本
部
は
、
4
月
21
日
に
全

水
道
会
館
に
お
い
て
「
都
本
部

政
治
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
7
月

に
予
定
さ
れ
る
第
27
回
参
議
院

議
員
選
挙
を
前
に
、
自
治
労
組

織
内
の
参
議
院
議
員
で
あ
る
岸

ま
き
こ
議
員
を
広
く
周
知
し
、

組
合
員
の
政
治
へ
の
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
た
。
岸
ま
き
こ
議
員
は
、
自

治
労
組
織
内
議
員
と
し
て
、
組

合
員
や
自
治
体
職
員
の
声
を
国

政
に
届
け
る
こ
と
を
強
く
意
識

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
自
治
労
中

央
本
部
の
長
能
朋
広
氏
（
臨
時

中
央
執
行
委
員
）
が
講
演
を
行

い
、
岸
ま
き
こ
議
員
の
国
会
で

の
活
動
実
績
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
長
能
氏
は
、
岸
ま
き
こ
議

員
が
過
去
の
国
会
活
動
の
中

で
、
地
方
自
治
を
守
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
の
か
を
説
明
し
、
地
方

自
治
と
政
治
の
密
接
な
関
係
に

つ
い
て
も
詳
し
く
解
説
し
た
。

ま
た
、
選
挙
制
度
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
参
議
院

議
員
選
挙
に
お
け
る
非
拘
束
名

簿
式
の
仕
組
み
や
、
公
務
員
が

政
治
活
動
を
行
っ
て
い
く
上
で

理
解
し
て
お
く
べ
き
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

講
演
の
中
で
特
に
印
象
的
だ

っ
た
の
は
、
岸
ま
き
こ
議
員
が

参
議
院
議
員
選
挙
に
初
挑
戦
す

る
際
の
決
意
を
語
っ
た
場
面
で

あ
る
。
岸
ま
き
こ
議
員
は
「
組

合
員
の
た
め
に
頑
張
る
」
と
い

う
強
い
思
い
か
ら
参
議
院
議
員

を
め
ざ
し
た
と
語
り
、
そ
の
決

意
が
参
加
者
に
伝
わ
っ
た
。
岸

ま
き
こ
議
員
は
現
在
も
自
治
労

の
組
合
員
で
あ
り
、
仲
間
た
ち

と
共
に
自
治
労
の
要
求
を
実
現

す
る
た
め
に
国
会
で
活
動
し
て

い
る
。
そ
の
姿
勢
に
参
加
者
は

共
感
し
、
岸
ま
き
こ
議
員
の
活

動
を
支
え
る
必
要
性
を
再
認
識

し
た
。

ま
た
、
参
加
者
に
む
け
て
、

組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
岸
ま
き

こ
議
員
を
応
援
す
る
た
め
に
で

き
る
具
体
的
な
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
た
。
特
に
重
要
な
の

は
、
声
か
け
活
動
で
あ
る
。
岸

ま
き
こ
議
員
を
支
持
す
る
理
由

や
彼
女
の
実
績
を
周
囲
に
伝
え

る
こ
と
が
、
支
持
拡
大
に
つ
な

が
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
を
守

る
た
め
に
、
ま
ず
は
投
票
に
行

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

呼
び
か
け
も
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
組
合
員
と
し
て
政
治
活
動

に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
え
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や

「
き
し
ま
き
ち
ゃ
ん
ね
る
」
な

ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
活

用
し
て
岸
ま
き
こ
議
員
の
活
動

を
周
知
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
を

通
じ
て
、
組
合
員
が
情
報
を
共

有
し
、
活
動
を
拡
充
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
者
に
は
、
こ
れ
ら
の
ツ

ー
ル
を
積
極
的
に
利
用
し
て
岸

ま
き
こ
議
員
の
活
動
を
広
め
る

こ
と
を
呼
び
か
け
る
と
共
に
、

機
関
紙
や
組
合
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

で
定
期
的
に
情
報
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

加
え
て
、
岸
ま
き
こ
議
員
を

通
じ
て
、
組
合
員
の
声
を
国
政

に
届
け
る
こ
と
の
重
要
性
が
共

有
さ
れ
た
。
岸
ま
き
こ
議
員
の

活
動
が
広
が
る
こ
と
で
、
組
合

員
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
政
治
力
が
強
化

さ
れ
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

「
2
0
2
5
年
度
第
1
回
ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

を
青
年
層
が
中
心
に
開
催

ま
た
、
都
本
部
青
年
部
は
、

4
月
22
日
に
中
野
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て

「
2
0
2
5
年
度
第
1
回
ユ
ー

ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
青
年
層
が

政
治
に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的

に
政
治
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
4
単
組

か
ら
14
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

冒
頭
、
都
本
部
の
山
口
青
年

部
長
が
挨
拶
を
行
い
、
続
い
て

佐
々
木
副
中
央
執
行
委
員
長
が

登
壇
し
た
。
佐
々
木
副
委
員
長

は
、「
労
働
組
合
が
政
治
活
動
に

取
り
組
む
理
由
は
、
組
合
員
や

そ
の
家
族
の
暮
ら
し
を
よ
り
良

く
し
、
働
く
者
の
立
場
を
守
る

た
め
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

し
か
し
、現
代
に
お
い
て
は
、多

く
の
人
々
が
政
治
や
選
挙
に
対

し
て
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」

と
感
じ
が
ち
で
あ
る
た
め
、
そ

の
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
語
っ
た
。
特
に
、

組
合
員
自
身
が
支
持
す
る
議
員

や
政
策
を
家
族
や
同
僚
に
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
訴
え

た
。
こ
う
し
た
行
動
が
積
み
重

な
る
こ
と
で
、
政
治
や
選
挙
が

身
近
な
も
の
と
な
り
、
よ
り
多

く
の
人
々
が
政
治
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
る
と
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
松
長
拓
朗
青
年
部

長
（
自
治
労
本
部
）
が
講
演
を

行
い
、
参
議
院
議
員
選
挙
を
前

に
、
労
働
組
合
と
政
治
の
関
係

性
を
再
確
認
し
た
。
松
長
氏

は
、
自
治
体
職
員
や
公
務
員
の

賃
金
、
勤
務
条
件
、
休
暇
制
度

な
ど
は
最
終
的
に
議
会
や
条
例

に
よ
っ
て
決
ま
る
た
め
、
労
使

交
渉
や
現
場
の
努
力
だ
け
で
は

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
守
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
と
強
調
し

た
。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
現

場
の
実
情
を
理
解
し
、
私
た
ち

の
課
題
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る

組
織
内
議
員
が
議
会
に
い
る
こ

と
で
あ
る
と
訴
え
た
。

政
治
は
私
た
ち
の
生
活
や
公

共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の
働
き
方

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
第

27
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
間
近

に
迫
る
今
、
現
場
の
声
を
確
実

に
政
策
へ
と
繋
げ
る
た
め
に

も
、
都
本
部
は
、
一
人
で
も
多

く
組
合
員
が
政
治
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
い
、
岸
ま
き
こ
議
員

を
支
え
て
も
ら
え
る
よ
う
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

都都
本本
部部
政政
治治
セセ
ミミ
ナナ
ーー
＆＆
ユユ
ーー
スス
セセ
ミミ
ナナ
ーー「「
政政
治治
学学
習習
会会
」」をを
開開
催催

都
本
部
は
、
4
月
21
日
に
自
治
労
組
織
内
参
議
院
議
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
「
岸
ま

き
こ
」
の
活
動
を
広
く
周
知
す
る
と
共
に
、
組
合
員
の
政
治
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
「
都
本
部
政
治
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
岸
ま
き
こ
議
員
の
実
績

や
私
た
ち
が
で
き
る
応
援
の
仕
方
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は
自
ら
の
政
治
活
動
へ
の
関
わ

り
方
を
再
認
識
し
た
。

▲都本部政治セミナーの様子

政
治
的
立
場
は
正
反
対
で
、

議
会
で
激
し
く
対
立
し
な
が

ら
、
結
局
は
、
国
と
激
し
く
対

峙
し
た
二
人
の
沖
縄
県
知
事
。

1
9
7
2
年
の
本
土
復
帰
後
、

第
4
代
知
事
の
大
田
昌
秀
（
任

期
1
9
9
0
年
〜
1
9
9
8

年
）
と
第
7
代
知
事
の
翁
長
雄

志
（
任
期
2
0
1
4
年
〜
2
0

1
8
年
）。

大
田
知
事
が
軍
用
地
強
制
使

用
の
代
理
署
名
拒
否
を
し
（
1

9
9
5
年
）、
国
と
対
立
し
た

時
に
は
翁
長
氏
は
議
会
で
激
し

く
太
田
知
事
を
追
求
。
し
か

し
、
後
に
翁
長
氏
が
県
知
事
に

な
っ
た
時
に
は
、
辺
野
古
埋
め

立
て
承
認
の
取
り
消
し
で
国
と

法
廷
で
争
っ
た
（
2
0
1
5

年
）。
二
人
の
知
事
は
、
保
革

の
立
場
を
越
え
、
沖
縄
の
立
場

を
守
る
た
め
、
国
と
対
峙
し

た
。国

と
の
対
立
は
、
民
主
主
義

や
方
自
治
の
あ
り
方
、
こ
の
国

の
矛
盾
を
浮
き
彫
り
に
。
二
人

は
知
事
と
し
て
何
を
め
ざ
し
、

何
と
闘
っ
た
の
か
。

沖
縄
戦
後
史
を
描
い
た
『
米

軍
が
最
も
恐
れ
た
男

そ
の
名

は
、
カ
メ
ジ
ロ
ー
』
2
部
作

（
2
0
1
7
年
／
2
0
1
9
年
）、

戦
中
史
を
描
い
た
『
生
き
ろ

島
田
叡
―
戦
中
最
後
の
沖
縄
県

知
事
』（
2
0
2
1
年
）
に
続

く
佐
古
忠
彦
監
督
の
最
新
作

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
念
に
基
づ

き
生
き
た
二
人
の
知
事
の
不
屈

の
闘
い
を
通
じ
て
、
沖
縄
が
抱

え
る
問
題
や
民
主
主
義
の
危
機

を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

か
つ
て
激
し
く
対
立
し
、
政

敵
だ
っ
た
二
人
が
、
い
つ
の
ま

に
か
同
じ
道
を
歩
み
、
重
な
っ

て
い
く
姿
が
見
え
て
く
る
。
そ

こ
に
至
る
人
間
ド
ラ
マ
。
二
人

の
人
間
的
な
魅
力
に
光
を
当

て
、
彼
ら
の
人
生
に
関
わ
っ
た

多
く
の
人
々
の
証
言
を
盛
り
込

み
、
彼
ら
の
生
き
様
を
通
し
て

沖
縄
現
代
史
に
切
り
込
ん
だ
。

か
つ
て
沖
縄
で
は
、
リ
ー
ダ

ー
の
こ
と
を
「
テ
ィ
ダ
」（
太

陽
）
と
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
で

「
太
陽
（
テ
ィ
ダ
）」
を
タ
イ

ト
ル
に
組
み
込
ん
だ
。

日
本
に
あ
る
米
軍
基
地
の
70

％
あ
ま
り
が
沖
縄
に
あ
る
。
基

地
が
あ
る
こ
と
で
起
こ
る
事
故

や
事
件
。
犯
罪
を
犯
し
て
も
、

罪
を
問
え
ず
、
基
地
が
あ
る
こ

と
の
是
非
が
問
わ
れ
て
き
た
。

以
前
に
も
別
欄
に
書
い
た
こ

と
が
あ
る
が
、
20
代
後
半
か
ら

始
め
た
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

が
私
の
お
す
す
め
で
あ
る
。
当

時
は
、
水
中
写
真
に
は
ま
り
、

雑
誌
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
も

よ
く
出
品
し
て
い
た
。
ま
た
、

年
齢
・
性
別
問
わ
ず
楽
し
め
、

以
前
海
外
で
出
会
っ
た
シ
ル
バ

ー
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
の

方
々
も
大
変
楽
し
そ
う
だ
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。

先
日
、
昔
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
仲

間
で
集
ま
り
、
何
が
楽
し
か
っ

た
か
と
い
う
話
に
な
っ
た
が
、

珍
し
い
魚
と
出
会
え
た
と
き

や
、
海
中
で
の
浮
遊
感
、
は
た

ま
た
、
潜
っ
た
後
の
み
ん
な
で

飲
む
一
杯
な
ど
、
楽
し
み
方
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
良
さ
は
、
競

い
合
う
こ
と
で
は
な
く
、
楽
し

み
を
共
有
す
る
こ
と
で
そ
の
楽

し
み
が
2
倍
に
も
3
倍
に
も
な

る
こ
と
で
あ
る
。
誰
か
が
見
つ

け
た
珍
し
い
生
き
物
は
、
み
ん

な
に
教
え
あ
っ
て
、
全
員
で
順

番
に
観
察
し
た
り
、
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
い
る
と
撮
影
し
や
す
い

と
こ
ろ
へ
押
し
出
し
て
く
れ
た

り
、
経
験
の
少
な
い
ダ
イ
バ
ー

と
潜
る
際
は
、
み
ん
な
が
気
に

し
て
く
れ
る
。
こ
う
し
た
仲
間

と
潜
る
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
、
本
当

に
楽
し
く
、
そ
の
日
一
杯
飲
み

な
が
ら
み
ん
な
で
話
し
て
い
る

と
そ
の
時
の
状
況
が
よ
み
が
え

り
、
1
ダ
イ
ブ
で
2
度
も
3
度

も
楽
し
め
る
。

基
本
的
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
は

誰
か
と
バ
デ
ィ
ー
を
組
ん
で
潜

る
こ
と
と
な
る
。
上
級
の
ラ
イ

セ
ン
ス
を
取
る
と
、
こ
の
バ
デ

ィ
ー
の
面
倒
を
見
る
の
だ
と
意

気
込
む
の
だ
が
、
あ
る
時
、
先

輩
ダ
イ
バ
ー
か
ら
言
わ
れ
た
の

は
、
バ
デ
ィ
ー
に
対
し
て
は
、

ベ
テ
ラ
ン
だ
ろ
う
が
初
心
者
だ

ろ
う
が
、
何
か
あ
っ
た
時
に

は
、
こ
の
人
に
助
け
て
も
ら
う

と
い
う
想
い
で
、
バ
デ
ィ
ー
を

組
む
の
だ
と
い
う
こ
と
を
言
わ

れ
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
こ
と

が
あ
る
。

こ
の
話
は
、
夫
婦
間
に
な
ぞ

ら
え
、
昔
は
よ
く
後
輩
の
結
婚

式
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
が
、
今
で

は
、
組
合
員
間
に
お
い
て
も
通

じ
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

た

だ

し
ゅ
う
い
ち
ろ
う

東
京
清
掃
労
働
組
合

中
央
執
行
委
員
長

多
田

修
一
郎

『
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
太
陽（
テ
ィ
ダ
）の
運
命
』

大
田
昌
秀
と
翁
長
雄
志
、

二
人
の
沖
縄
県
知
事
が
歩
ん
だ
人
生
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▲ユースセミナーでは、青年層組合員が熱心に講演を聴講した。

「
労
働
組
合
が
な
ぜ
政
治
活

動
を
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い

の
？
」
と
い
う
声
は
、単
組
、組

合
員
問
わ
ず
多
く
聞
こ
え
て
く

る
の
が
現
実
で
す
。
労
働
組
合

運
動
の
根
幹
が
「
賃
金
・
労
働

条
件
の
向
上
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
労
働
組
合
の
政
治
活
動
に

対
す
る
疑
念
が
生
じ
る
の
は
当

然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
、賃

金
・
労
働
条
件
の
向
上
は
使
用

者
側
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
実
現

す
る
も
の
で
す
が
、
た
と
え
労

使
合
意
し
て
も
最
終
決
定
で
あ

る「
議
会
の
承
認
」が
得
ら
れ
な

け
れ
ば
実
現
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
要
求
の
最

終
関
門
は「
行
政
の
長
」で
は
な

く
、実
は「
議
会
」な
の
で
す
。

●
労
使
交
渉
だ
け
で
は
越
え
ら

れ
な
い
「
議
会
」
と
い
う
壁

こ
の
議
会
が
行
政
改
革
を
う

た
う
会
派
で
過
半
数
を
占
め
て

い
る
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
に
労

使
交
渉
で
勝
ち
取
っ
た
条
件
で

あ
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
は
議
会
で

否
決
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
公
務

員
改
革
と
称
し
た
合
理
化
の
動

き
に
直
面
す
る
リ
ス
ク
も
あ
り

ま
す
。

実
際
に
、
2
0
1
1
年
に
橋

下
徹
氏
が
大
阪
市
長
に
就
任

し
、
大
阪
維
新
の
会
市
議
団
と

と
も
に
進
め
た
行
政
改
革
の
際

に
は
、
労
働
組
合
に
と
っ
て
厳

し
い
局
面
が
続
き
ま
し
た
。
労

使
交
渉
の
成
果
が
十
分
に
反
映

さ
れ
ず
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質

に
も
影
響
が
出
た
と
さ
れ
る
こ

の
状
況
は
、
今
な
お
課
題
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。

7
月
の
参
院
選
で
自
治
労
が

推
薦
す
る
組
織
内
の
「
岸
ま
き

こ
」
参
議
院
議
員
は
、
私
た
ち

の
声
を
行
政
、
議
会
に
反
映
し

て
く
れ
る
自
治
労
組
合
員
の

「
総
代
表
」
で
あ
り
、
与
党
と

対
峙
し
な
が
ら
自
治
労
の
政
策

を
国
政
、
国
会
の
中
で
実
現
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
「
鬼
木
ま

こ
と
」
参
議
院
議
員
と
も
ど
も

絶
対
に
必
要
な
存
在
で
す
。
た

だ
、
国
政
の
議
員
と
い
う
こ
と

で
は
直
接
会
話
が
出
来
る
機
会

も
少
な
く
、
私
た
ち
の
代
表
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
は
正
直
、
湧
き

に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
議
員
と
の
連
携
が
単
組
活
動

を
強
化
す
る

一
方
で
、
東
京
都
の
中
に
は

都
本
部
が
推
薦
す
る
都
議
会
議

員
が
、
多
く
の
自
治
体
に
も
都

本
部
が
推
薦
す
る
区
議
会
・
市

議
会
・
町
議
会
議
員
が
存
在
し

ま
す
。
都
本
部
推
薦
議
員
は
い

わ
ば
「
岸
ま
き
こ
」「
鬼
木
ま

こ
と
」
の
東
京
都
版
と
い
う
べ

き
、
都
本
部
や
単
組
の
求
め
る

政
策
を
理
解
し
、
行
政
や
議
会

に
私
た
ち
の
声
を
届
け
て
く
れ

る
存
在
で
す
。

単
組
の
課
題
共
有
や
交
渉
強

化
、
議
会
内
の
情
報
収
集
な
ど

に
「
有
効
な
ツ
ー
ル
」
と
し
て

都
本
部
推
薦
議
員
と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
単
組
活
動
の
前

進
を
は
か
る
事
が
出
来
ま
す
。

議
員
と
何
を
話
し
た
ら
よ
い
の

か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
方
で

も
、
ま
ず
は
簡
単
な
「
意
見
交

換
」
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。都

本
部
推
薦
議
員
を
有
効
活

用
し
よ
う
！
う
ち
の
自
治
体
の

都
本
部
推
薦
議
員
が
誰
だ
か
わ

か
ら
な
い
、
と
い
う
場
合
は
、

都
本
部
政
治
政
策
局
よ
り
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4
月
1
日
号
の
パ
ズ
ル
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
つ

き
ま
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
に
よ
り
一
時

的
に
ご
応
募
い
た
だ
け
な
い
状
況
が
発
生
し
て

お
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
、心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お詫び機関紙パズル ほっと一息
タテのカギ
1．畳表の材料となる植物。
2．経理関係の資格です。
3．本にこれをはさんで、読書を一旦休憩。
4．稲の苗を水田に移し変える作業。
6．同じ年に入社した仲間のこと。
7．石川県の北部。○○半島。
9．リクルート○○○を着て、就職活動。
10．草冠に「台」と書く植物。
11．働き者の代名詞的な昆虫。

ヨコのカギ
1．釣瓶やポンプで水を汲み上げるところ。
2．日焼け対策などで、頭にかぶります。
4．有名どころは、「華厳」や「那智」。
5．千利休が大成した日本文化といえば？
7．浅草○○、青○○、焼き○○。
8．「西」を英語でいうと？
10．電話機の親機からこちらへ転送。
12．必要経費など、どのくらいかを前もって算出するこ

と。

二重の枠に入る文字を並び替えて下さい。
ヒント：「子どもの健康や立身出世を願って」

▲「公式LINE」（左）と「きしまきちゃんねる」（右）

●締切 2025年5月29日（木）
左記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項を
記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で10名
様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。
●4月1日号 漢字パズルの答え「新進気鋭」

監
督
：
佐
古
忠
彦
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現業評議会

私
た
ち
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

「
岸
ま
き
こ
」
と
と
も
に
⑨

連 載

Ⓒ2023 佐喜眞美術館
ルミエール・プラス

Ⓒ2023YAGI Film Inc.

自
治
労
東
京
都
本
部
2
0
2
5
―
2
0
2
6
年
度
執
行
体
制

①
評
議
会
に
つ
い
て
簡
単
に
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
構
成
す
る
仲

間
の
皆
さ
ん
の
職
域
に
つ
い
て

も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
業
評
議
会
は
、
自
治
体
に

勤
務
す
る
現
業
職
員
が
集
ま

り
、
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
む
け
た
人
員
確
保
の

取
り
組
み
、
現
業
職
員
の
賃
金

・
労
働
条
件
の
向
上
、
労
働
安

全
衛
生
を
含
め
た
業
務
改
善
な

ど
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
清
掃
、
学
校
給
食
、

学
校
用
務
、
保
育
調
理
・
用

務
、
道
路
維
持
な
ど
に
携
わ
る

仲
間
が
職
種
部
会
を
構
成
し
、

職
域
毎
の
取
り
組
み
や
職
域
を

越
え
連
携
し
た
取
り
組
み
も
進

め
て
い
ま
す
。

②
現
在
、
評
議
会
の
組
合
員
が

直
面
し
て
い
る
職
務
上
の
課
題

や
問
題
点
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。住

民
と
直
接
ふ
れ
あ
う
機
会

の
多
い
私
た
ち
現
業
職
員
は
、

災
害
時
や
緊
急
時
の
対
応
を
は

じ
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
安
易
な
民
間
委
託

や
非
正
規
職
員
へ
の
置
き
換
え

な
ど
合
理
化
が
推
し
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
人
員
不
足
は
顕
著

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
技
術
や
経
験
を
継
承
で
き
な

い
状
況
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人

員
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

昨
今
、
全
国
的
に
は
新
規
採

用
が
増
え
、
東
京
に
お
い
て
も

一
部
自
治
体
で
は
毎
年
採
用
試

験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
三
多
摩
地
域
の
自

治
体
で
は
、
現
業
職
員
を
採
用

す
る
と
、
総
合
交
付
金
の
減
額

ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
さ
れ
る
な

ど
、
東
京
都
か
ら
の
指
導
が
あ

る
こ
と
で
採
用
が
進
ま
な
い
現

実
も
あ
り
ま
す
。

③
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、

評
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

現
在
5
つ
の
職
種
部
会
（
一

般
現
業
は
再
建
中
）
は
定
期
的

な
幹
事
会
を
開
催
し
、
職
種
別

の
つ
な
が
り
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
職
種
と
し
て
の
課

題
を
洗
い
出
し
、
職
の
活
性
化

に
む
け
た
学
習
会
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

上
で
真
に
必
要
な
職
種
・
職
員

と
し
て
当
局
に
認
め
さ
せ
、
新

規
採
用
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
「
人
員
確
保
闘
争
・

現
業
統
一
闘
争
」
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

④
最
後
に
、
岸
ま
き
こ
議
員
へ

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
一
般

組
合
員
へ
の
呼
び
か
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

岸
ま
き
こ
さ
ん
は
、
三
多
摩

メ
ー
デ
ー
を
訪
れ
た
際
、
現
業

評
議
会
が
実
施
し
た
「
現
業
お

仕
事
展
」（
各
職
種
の
住
民
ア

ピ
ー
ル
行
動
）
に
足
を
運
び
、

現
場
で
働
く
職
員
と
真
剣
に
対

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
現

業
職
員
の
こ
と
を
理
解
し
、
国

会
の
場
で
私
た
ち
の
声
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い
議

員
で
す
。

ま
た
、
被
災
地
に
も
訪
れ
、

現
業
職
員
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
災
害
時
・
緊
急
時
に
必

要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
届
か
な

く
な
る
現
状
を
見
て
国
会
の
場

で
も
発
信
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。私

た
ち
の
こ
と
正
し
く
理
解

し
、
声
を
届
け
、
国
会
で
活
躍

し
て
い
る
岸
ま
き
こ
さ
ん
を
支

え
る
べ
く
、
都
本
部
現
業
評
議

会
と
し
て
最
大
限
の
応
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
！

現業評議会
あかいけ とものり

議長 赤池 智範
（町田市職員労働組合）

●中央執行委員長

松村 誠治
（葛飾区職労）

●書記次長
（企画総務局長・財政局長兼務）

西岡 芳宏
（東京職安労組）

●中央執行委員
（組織局次長）

萩原 正明
（みなとユニオン）

●副中央執行委員長
（政治政策局長兼務）

篠﨑 博史
（東交）

●中央執行委員
（労働局長）

須﨑 崇文
（福生市職）

●中央執行委員
（労働局次長）

神農 祐輔
（東久留米市職）

●副中央執行委員長
（労働局担当）

大塚 悟司
（自治労都庁職）

●中央執行委員
（組織局長）

新海 良文
（町田市職労）

●中央執行委員
（労働局次長）

双川 歳行
（新宿区職労）

●副中央執行委員長
（政治政策局担当）

佐々木 珠
（葛飾区職労）

●中央執行委員
（政治政策局次長）

多田 修一郎
（東京清掃労組）

●中央執行委員
（労働局次長）

中本 彩香
（自治労町田市図書館嘱託員労組）

●書記長

笹川 勝宏
（八王子市職）

●中央執行委員
（組織局次長）

岡崎 徹
（青梅市職）

●会計監事
富永 秀樹
（江戸川区職労）

●会計監事
関 亜希子
（東京国保労組）

●会計監事
中村 里子
（自治労多摩市職）

組合員の「声」に寄り添い、運動を前進組合員の「声」に寄り添い、運動を前進組合員の「声」に寄り添い、運動を前進
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